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１ 市政運営の基本方針
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国勢調査からみた人口推移（各年10月1日現在）
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しごと
ひ
と
ま
ち

まち・ひと・しごとの創生

・切れ目のない
子育て支援

・将来を担うこどもを
社会全体で育てる

・健康長寿で活躍

・産業人材の確保
・稼ぐ力の強化
・働く場の創出

「元気なまち・浜松」を実現し、人口減少からの脱却・転換を図る

・観光、食、文化・スポーツなど
にぎわい・魅力あふれるまち

・安全で安心して暮らせるまち

まち・ひと・しごとの一体的・総合的な創生
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総合計画基本計画（令和7～16年度）

令和7年度から新たな総合計画基本計画を始動

「まちづくりの基本理念」の6つの柱

♦未来へ向けた持続可能なまちづくり ♦幸福が実感できる豊かなくらしの実現
♦活力ある地域経済の振興 ♦共助型社会の構築
♦にぎわいと魅力の創造 ♦拠点ネットワーク型都市構造の形成

市民一人ひとりが幸福を実感できる
「元気なまち・浜松」を実現

ウェルビーイングの視点を取り入れ、
まちづくりの基本理念のもと、分野横断的に施策を実施
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２ 浜松市の財政
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令和7年度 当初予算

「2025年度市政運営の基本方針」における
重点化施策に資する事業に重きを置いた編成

◆総合計画 基本計画 ７分野
1 産業経済 2 こども・教育
3 安全・安心・快適 4 環境・くらし
5 健康・福祉 6 文化・スポーツ
7 地方自治

◆予算規模
一般会計 4,160億円(対前年度比 197億円増)
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令和7年度 当初予算の内訳
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広報はままつ
2025年4月号より



３ 挑戦を続ける浜松
令和７年度 主要事業
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浜松・インド経済交流の推進

海外人材の活用・経済連携を見据えたインド政府機関・現地企業との交流

《アーメダバード市とのMOU締結（令和7年8月）》
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中心市街地の活性化

中心市街地の活性化に向けて、まちなかの関係者による協議を重ねて
中心市街地活性化ビジョン及び中心市街地活性化基本計画を策定
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中心市街地活性化基本計画
中心市街地の活性化に関する法律第9条に
基づく基本計画を策定
・計画期間

5年間 2026年4月〜2031年3月
・スケジュール

2026年3月 国の認定を目指す

中心市街地活性化ビジョン
中心市街地の20年後を理想の将来像として
中長期的なビジョンを新たに策定
・計画期間 2026年4月〜2044年3月

＜計画区域 328.69ha＞



誰もが活躍できる働き方改革の促進

多様な人材の確保へ

○小・中・高校生に対するキャリア教育の推進
・社長の特別授業や職業体験の実施

○UIJターン就職の促進
・企業の採用活動に係る経費の補助
・就職活動に係る交通費・宿泊費の補助
・マッチングアドバイザーによる就職相談等支援

○女性活躍の促進
・市内ものづくり企業で活躍する文系女子を紹介する

動画の制作及び配信

○働き方改革の促進
・子育て世代活躍企業コンテストの実施
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インターナショナルスクールの誘致 12

〇候補物件
・旧西図書館（中央区西伊場町2553-1）

… 2027年4月開校予定
・旧北小学校（中央区山下町192）

… 2028年4月開校予定

本市に在住する外国人の子どもたちが直面する教育課題（言語の壁や高度な
教育ニーズなど）に対応するための環境を整備

旧西図書館 旧北小学校

〇インターナショナルスクールの概要
・市が市有財産を事業者に貸付け、事業者がスクールを運営
・3歳から高校3年生までを対象に、主に英語による授業を実施
・日本人を含め、様々な国籍の児童・生徒が通うことが可能



公共交通網の維持・支援
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公共交通ネットワークのイメージ図
【公共交通ネットワークの構築】

〇観光や産業、生活の拠点間を
接続する公共交通の提供

〇機能的な路線や乗り換えやすい
交通結節点の形成

遠州鉄道㈱と公共交通に関する協定締結
バス路線の再構築（リ・デザイン）に
取り組む
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災害に強い道路ネットワークの強化

激甚化・頻発化している自然災害や発生が予想される南海トラフ巨大地震から
市民の命と暮らしを守るため、(主)浜松環状線や(主)天竜浜松線など、緊急輸送
道路等の整備により、災害に強い道路ネットワーク機能の強化を図ります。

■(主)浜松環状線4車線化のイメージ

（主）浜松環状線の4車線化

鉄道の高架化

西鹿島駅方面→←新浜松駅方面

遠州西ヶ崎駅

■(主)天竜浜松線の状況■緊急輸送道路等のネットワーク

舘山寺
ｽﾏｰﾄIC

浜松西IC

浜松浜北IC
浜松SA
ｽﾏｰﾄIC

三方原
ｽﾏｰﾄIC

東名高速道路

E1

浜名湖SA

（主）天竜浜松線

（主）浜松環状線

（バイパス整備）

道路拡幅・鉄道高架化

浜松IC

N

🔻至︓浜松IC

至：浜松浜北IC

(主)浜松環状線

◀至︓浜松西IC

積志13号踏切
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持続可能な流域治水の推進

激甚化・頻発化する水災害から市民の命と暮らしを守るため、浜松市総合雨水対策
計画に基づき流域のあらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」を推進
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国直轄管理河川

静岡県管理河川

浜松市管理河川

凡
例

凡
例

：令和４年９月 台風第１５号
：令和５年６月 台風第２号
：校庭貯留（全２４箇所）

令和4年9月23日 台風第15号
安間川流域 浸水状況

■近年の浸水被害の状況

校庭貯留（中郡小学校）

■対策メニュー

水をためる対策水をためる対策
河川・排水路の改修 （二級河川 九領川）

河道拡幅

水をながす対策水をながす対策

川をしる対策川をしる対策

出前講座による意識啓発
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道路整備（交通安全施設等整備・修繕）

「ゾーン30プラス」初生町地区の対策実施、富塚地区等のエリア設定に
向けた協議、既存ゾーン30エリアのプラス化検討など、
データに基づく効果的な安全対策を関係機関と連携して推進

各種データの分析

初生町地区のETC2.0データによる分析

地域・警察・学校など
関係機関と対策案を検討

富塚地区の対策協議 対策例：スムーズ横断歩道

速度規制と合わせた
物理的な対策実施

～ 究極的には交通事故のないまちの実現を目指す ～
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上下水道施設の耐震化

○下水道事業の取組

・地震時に防災拠点と下水処理場を結ぶ
管路の被災を軽減させるため、耐震化に
取り組んでいる

✓重要施設に係る下水道管路の耐震化率
2024年度末 実績 75.6％

※10年後(2034年度) 目標 83.5％
管更生実施前後の状況

○水道事業の取組

・被災時における応急復旧期間を短縮する
ため、基幹管路耐震化に取り組んでいる

✓基幹管路の耐震適合率
2024年度末 実績 59.1％

※10年後(2034年度) 目標 62.4％
基幹管路布設状況
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天竜川・浜名湖地域合併20周年記念事業

地域資源や魅力を再認識し、地域への誇りや愛着を醸成

・メインイベント
日程：2025年11月29日（土）、11月30日（日）
会場：渚園（中央区舞阪町弁天島）
内容：市ゆかりのゲストイベント、地域特産物の飲食ブースなど

・記念事業
市や地域団体、企業とのコラボなどオール浜松で事業展開
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浜松版MaaSの推進

官民連携によるモビリティを活用した地域課題の解決や活性化

〇モビリティサービス推進コンソーシアム

会員の参画 将来像の共有・
地域課題の深掘

アイデアを
共創

会員による
実証・実装

課題の解決・
Well-Being向上事例の情報発信

浜松市モビリティサービス推進コンソーシアム

2020年4月1日設立
共同幹事︓浜松市、遠州鉄道㈱、スズキ㈱

官民が連携し、モビリティサービスを生み出すプロジェクト創出を支援。

様々なプロジェクトが立ち上がり、創発性の高いエコシステムを形成。

医薬品配送×河川巡視

ドローン航路ユースケースの創出

2025年3月
天竜川水系のドローン航路実装
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４ 示そう浜松の元気・地域力
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インバウンドの推進

海外向け戦略的広報事業や
高付加価値旅行者受入環境整備促進事業を実施

≪海外向け戦略的広報事業≫ ≪地域資源を活用した旅行商品(高付加価値化)≫

在日大使館への訪問（トップセールス） 高付加価値旅行商品の造成

ＤＥＥＰ ＳＴＯＲＹ
ＩＮ ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ
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フィルムコミッションの推進

「俺ではない炎上」ロケ地マップ

【浜松市で撮影・モデル地となった主な作品】

・映画「シン・エヴァンゲリオン劇場版」
2021年3月公開

・映画「ゴジラ-1.0」2023年11月公開
・映画「はたらく細胞」2024年12月公開
・映画「きさらぎ駅 Re：」2025年6月公開

・映画「俺ではない炎上」2025年9月公開
・映画「ストロベリームーン 余命半年の恋」2025年10月公開
・ｱﾆﾒ 「ゆるキャン△」シリーズ

season2:2021年1月～4月放送
season3:2024年4月～6月放送
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「きさらぎ駅Re：」公開記念
ラッピング列車



「シン・ハママツ計画 (エヴァンゲリオンコラボ)」

天竜二俣駅は『シン･エヴァンゲリオン劇場版』に登場する「第３村」
のモデル地のひとつ
「シン・ハママツ計画」は天竜エリアをはじめ、浜松の魅力を『エヴァ
ンゲリオン』を通じて再発見することで、誘客促進を目指す計画
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移住の促進

○地方移住希望者
推計309万人（ふるさと回帰支援センター調べ）

○本市の移住者数
19世帯37人 330世帯829人
（2017年度実績） （2024年度実績）

○本市の移住支援の強み
・移住コーディネーター等による移住希望者の
ライフスタイルに合わせた伴走支援
・大都市での移住相談会や交流会の実施
・浜松商工会議所と連携した就職支援
・移住に伴う住宅取得等にかかる助成支援

浜松移住センター開設 東京での移住相談会

東京での移住希望者向け交流会
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浜松の産み出す力

農業出荷額 全国６位
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FSC 森林認証面積 全国１位

クリーンエネルギー

太陽光発電導入量 全国１位

※再エネ特措法による太陽光発電導入容量

みかん 全国１位 花き 全国３位



浜松の音楽によるまちづくり

音楽に触れる機会の充実
若い世代の音楽人口を盛り上げ、底上げし、地域の活力アップにつなげる

プロムナードコンサート
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ハママツ・ジャズ・ウィーク
ハママツジュニア

コーラスフェスティバル

中高生を対象とした
軽音楽祭



地域における伝統芸能の継承

中世の頃より交通の要衝として栄えた浜松
「ひよんどり」や「おくない」をはじめとした
正月行事の田楽や、盆行事の念仏踊り、農村歌舞伎など、
多様な祭礼・芸能が、各地で誕生し、現在まで継承！

滝沢の放歌踊り 懐山おくない体験授業の様子
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スポーツによるまちづくり

東京2025デフリンピックのブラジル選手団事前合宿受入
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・11月9日から11月14日まで、６競技、約100名の選手団を受入
・練習会場借り上げや市内の選手移動等を支援
・市民や在日ブラジル人との交流イベントを開催

スポーツを通じたインクルーシブ社会の実現とブラジルとの更なる交流を進める

協定締結式の様子大会情報サイトより



健康寿命

2010年,2013年,2016年 男女とも３期連続１位
2019年 男性４位 女性４期連続１位
2022年 男性１位 返り咲き 女性７位 上位僅差団子状態

日本一市民が健康で幸福に暮らせる街

厚生労働省の研究班が、 3年に一度、政令指定
都市・特別区の健康寿命を調査

健康寿命 日本一 29



元気なまち・浜松の実現に向けて

市民、地域、企業の皆さんにも存分に力を発揮していただき

オール浜松 で 「元気なまち・浜松」 を実現しよう
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